
 

 

 

 

 

『目標を達成するために』 
校長 鎌田 香 

校舎の3階から外を眺めると、紺碧の海が広がっています。水平線の近くを大きな船がゆったりと航行している様

子が海の雄大さを誇張しているようです。「この海で泳ぐことができれば、気持ち良いだろうな。」等とさまざまなことを

思い浮かべながら見る海は、飽きることがありません。 

さて、7月7日に、生徒3名が大谷ガチャの売り上げを寄付金として市長さ

んに手渡しました。第2弾として制作したガチャは、多くの方々に賛同していただ

き「希望をまわして」いただいた結果、710個のガチャが皆さんの手に渡りまし

た。きっと大谷の良さを感じていただけたのではないかと自負しております。市長

さんには、生徒から「大谷ガチャの売り上げです。珠洲市の復興に役立ててくだ

さい。」ということでお渡ししました。市長さんからは「大谷小中学校の生徒がガ

チャの取組をしていることで、珠洲市にとって大変有意義である」ということを話していただきました。また、生徒たちは

「自分たちの取組が、どのように役立っているかを知ることができて良かった。」という感想を話していました。現在は、

第3弾を制作中です。第3弾では、大谷地区ともつながりの深い宮城県気仙沼市の大谷海岸の方からいただいた

「シーグラス」を使ったチャームを制作しています。また、震災から3年を経た今の自分たちの気持ちを言葉にした「ス

テッカー」なども制作しました。これまでよりも進化した第3弾は、9月に行う9年生の修学旅行において、東京でデビ

ューいたします。また、第3 弾では、多くの方々に大谷に来ていただき、ガチャを回してほしいということで、生徒による、

大谷小中学校と大谷ガチャのCM動画づくりも進んでいます。目標は、大リーガーの大谷翔平選手に大谷で大谷ガ

チャを回してもらうことです。 

             

昨年度に引き続き、今年度も『塩田体験学習』を行うことができました。お世話していただいた塩田村の方々には、

本当に感謝いたしております。また、企画・運営してくださったPTAの皆様にも大変感謝しております。珠洲市大谷町の

揚げ浜式製塩は、海水を人力で塩田に撒いて天日と風の力で濃縮し、釜で煮詰めて塩を造る日本最古の製塩法で

す。平安時代末期から行われており、約500年前とほぼ同じ手法が現代に受け継がれています。国の重要無形民俗

文化財にも指定されているこの体験ができることは、本当に貴重なことであり、これからもずっと受けついでいかなけれ

ばならないことだと思います。当日は、令和６年能登半島地震の影響で大谷を離れた児童生徒も来てくれました。みん

な、心も体も成長しており、頼もしい限りです。塩田作業も慣れた手つきで集中して作業をし、予定していたよりもずっと

早く進みました。休憩時間は、笑顔と笑い声が絶えず、賑やかな時間となりました。「塩田作業も楽しかったし、久しぶり

に友達に会えてうれしかったです。」という感想が聞かれました。みんなで力を合わせて作った塩は、しょっぱいだけでは

なく、甘みもあり、とてもおいしかったです。絶品の塩おにぎりをほおば

りながら、海の恵みと山の恵みに感謝しました。今後も、素晴らしい大

谷の伝統を守り継ぐという目標達成に向けて、努力していきます。 

 保護者の皆様、地域の皆様、１学期の学校の教育活動にご協力

いただき、誠にありがとうございました。今後とも、本校の教育活動に

ご理解・ご協力をお願いいたします。 

潮風と人の輪に包まれて、親子の一日 ～PTA親子塩田体験～ 
今年度も、塩田村の皆様の温かいご協力のもと、７月１９日（日）に「PTA 親子塩田体験」を開催しました。一週間前から

天気予報を気にする日が続きましたが、当日は夏空が広がる絶好の塩田日和となりました。 

当日は、保護者や地域の皆様に加え、令和６年能登半島地震を機に転出した児童生徒も参加し、久しぶりに塩田には子

どもたちの元気な笑顔と歓声があふれました。参加者は塩田村の皆様に教わりながら塩づくりに挑戦し、能登に受け継が

れる伝統や地域の魅力に触れる貴重な時間を過ごしました。 

体験の締めくくりには、自分たちで作った塩をおにぎりにつけて試食しました。丹精込めて作った塩の味は格別で、「おい

しい！」という笑顔があちこちで見られました。親子や地域の皆様との交流を深めながら、ふるさとの魅力を改めて感じる、心

温まる一日となりました。 

 

 

 

 

■心に響く生演奏の時間－オルカミュージック演奏会― ６月１７日（水）  

令和8年度文化芸術鑑賞・体験推進事業として、オルカミュージックの皆さんをお迎

えし、校内で特別演奏会を開催しました。仮設住宅にお住まいの方や大谷地区の皆さ

んも来場し、子どもたちとともに音楽を楽しみました。 

「小フーガ ト短調」や「The Sound of Music メドレー」、「エール」などが演奏され、

会場は美しい音色に包まれました。伴奏に合わせて校歌を歌う場面では、演奏者・児

童生徒・地域の皆さんが一体となる温かな時間となりました。 

参加した生徒からは、「一体感があって癒された」「生演奏は貴重な体験だった」

「ハーモニーで心が震えた」といった感想が寄せられ、音楽の感動を地域の皆様と分かち合う機会となりました。 
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６月21日から７月17日までの 

いじめの認知件数は０でした。 

■新しい大谷を伝える、CMづくりが始動 ６月２３日（火） 

今年度、本校ではホームページ用CMをリニューアルし、新たなCM制作

を進めています。令和6年能登半島地震後の大谷の魅力や、少人数でも

前向きに学ぶ児童生徒の姿を、多くの方に届けることが目的です。 

この日は、青山きえさんを講師にお迎えし、CM 制作の第一歩となるコ

ピーづくりに挑戦しました。昨年度の学校運営協議会での熟議「大谷の

魅力」をもとに、子どもたちは次々とアイデアを出し合い、魅力あふれるコ

ピーを完成させました。 

現在は、そのコピーをもとに撮影の準備を進めています。生徒たちはプロデューサー、撮影者、演者の役割を担い、CM の

完成に向けて懸命に活動しています。 

 

■３年生 ジャガイモ収穫＆調理体験 ６月２９日（月） 

3 年生が春に植えたジャガイモを収穫しました。土の中から次々と現れるジャガイモに、子どもたちは自然の恵みや育てる

喜びを感じている様子でした。 

収穫したジャガイモはフライドポテトにし、大谷の塩で

味付け。自分たちで育てたジャガイモのおいしさは格別

で、笑顔あふれる時間となりました。 

なお、掲載している写真は3年生が自ら撮影したもの

です。子どもならではの視点で、収穫の喜びが生き生き

と表現されています。 

 

■９年生、合同で進める修学旅行準備 ７月２日（木） 

今年度の修学旅行は、珠洲市内の２校の中学校と２校の義務

教育学校が合同で実施されます。複数校で行うことで、普段とは

違った交流の機会が広がる行事となりそうです。 

先日、本校の９年生は宝立小中学校の９年生と合同で、班別自主プランづくりに

取り組みました。話し合いを通して、訪れたい場所や活動内容を協力してまとめること

ができ、計画への意欲も高まっている様子でした。 

 

■子どもたちの思いと共に、義援金を市長へ ７月７日（火） 

大谷ガチャ第 2弾が 710個すべて完売し、皆様からお預かりした義援金を珠洲市長へお届けしました。児童生徒の思

いに賛同し、ガチャを回してくださった多くの方々に深く感謝申し上げま

す。 ガチャには、大谷の魅力や子どもたちの気持ちがぎゅっと詰まってい

ます。それを手に取っていただけたことを、とても嬉しく思います。 

皆様の温かいご支援を無事に珠洲市へ届けることができ、市長から

は「復興に使わせていただきます」とのお言葉をいただきました。 現在は

第3弾の準備も進んでおり、新しい商品も加わる予定です。次の展開に

もぜひご期待ください。 

 

■自分と向き合う時間 ― 自画像教室 ７月１３日（月） 

マテックス株式会社様のご支援により、自画像教室を実施しました。震災後から半年ごとに続けてきたこの取組も、今回

で5回目となります。 

自分自身と向き合い、観察しながら描いてきた自画像は、回を重ねるごとに表現が豊かになり、子どもたちの成長が感じ

られる作品となっています。初めは戸惑いも見られましたが、今回は迷うことなく筆を進める姿が印象的でした。 

講師の先生からは、「自分と向き合う力や観察力が身に付いてきています」とのお話をいただき、子どもたちも自信を深め

ていました。 

なお、作品は飯田町の「いろは書

店」で9月4日まで展示されていま

す。ぜひご覧ください。 

 

■「もしも」に備えて、命を守る学び～救急救命法講習会～ ７月１７日（金） 

PTA ウエルネス委員会主催による救急救命法講習会を開催しました。講師

としてお迎えした大谷分署の署員の皆様から、心疾患や脳疾患の種類や症状、

発症時に見られるサイン、そして救急車を要請するタイミングや周囲の人が取る

べき対応について、分かりやすく教えていただきました。 

講習会では、生徒が事前に考えた質問にも丁寧にお答えいただき、日頃の

疑問を解消するとともに、命を守るために必要な知識への理解を深めることが

できました。 

病気は誰にでも起こり得るものだからこそ、正しい知識を身に付け、落ち着いて行動することの大切さを学ぶ貴重な機会

となりました。 

 

 

 

日 曜日 学校行事等 

４ 火 サイエンスチャレンジ（中能登中）８年生出場 

６ 木 
全校登校日 

奥能登小さなおもちゃの国キャラバン（12:30～16:00緑丘中） 

１０ 月 作業停電 

７ 金 県カデット大会（奥能登大会の結果により出場） 

１１ 火 
リフレッシュウィーク（～１７日）  

※１２～１４日は学校閉庁日 

１９ 水 
ＰＴＡ役員会（１６：５０～１７：２０） 

創立１０周年記念実行委員会（１７：３０～１８：３０） 

２１ 金 学びーば開校 

２８ 金 全校登校日、夏休み課題テスト 

３１ 月 全校登校日、夏休み課題テスト 

他の行事や学校生活は、 

大谷小中学校の 

ホームページでぜひご覧ください！ 

「３年生が育てたひまわり」  撮影：重政 圭 


